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私が岐阜県飛驒市で税理士事
務所を開業して40年目にな

ります。独立する前に５年弱地元の
農協に勤務し、農家の記帳や税務
申告を指導していたときから農業
者とのかかわりがあります。当時、
行政と農協が一丸となって、肉用
牛農家の育成に力を注いだ結果、
今では「飛騨牛」は、全国的なブラ
ンド和牛の地位を確立しました。こ
のときに指導していた農家が、世代
を超えて大きく成長している姿を
見てうれしく思っています。
　また、私が指導する稲作農家に
日本中から注目されている方がい
ます。この方は土木業から米作りを
始めましたが、きっかけは、11年前
に同業者の社長が米コンクールで
金賞を受賞したことでした。その社
長に米作りを教えてもらい、一から

始めました。１年目は試行錯誤でし
たが、２年目からは米コンクールで
賞を取り続けています。特に、「第18
回お米日本一コンテスト in しずお
か」（2021年）では、特別最高金賞を
受賞して、まさに日本一おいしい米

が重要で、毎月経営状況をしっか
りと把握するよう指導しています。
　私たち会計事務所ができる支援
は、毎月の試算表を基にした経営
助言や、決算時の業績分析支援で
すが、数値面を把握して経営する

と認定されました。現在、社長は娘
に譲っていますが、作付けや農作
業は若い社員の先頭に立って進め、
社員の育成に努めています。私も
水管理の自動化について、一緒に
試行錯誤しています。
　私は常々、農家の皆さんには、
「家業から脱却して、事業とすべく
取り組まなければならない。そのた
めには、一生懸命に作るだけでは
だめで、生産した物にいかに付加
価値を付けて販売するかが重要だ」
と説いています。生産技術を磨くだ
けではなく、原価管理や販売管理

ことは重要です。そのため、業績に
基づいたDX化への投資計画に対
しても積極的にアドバイスがしや
すくなっています。
　そのほか、森林面積が93％を占め
ている飛驒市は、2020年から行政と
民間が一緒になって「広葉樹のま
ちづくり」に取り組んでいます。地
元の広葉樹はパルプやチップ材と
してしか販売されていませんでし
たから、この豊富な広葉樹の活用方
法を考えようとプロジェクトが立
ち上がったのです。ここに何かアド
バイスできないか思案中です。�
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